
令和８年度事業計画（案） 

自 令和８年４月 １日 

至 令和９年３月３１日 

 

Ⅰ. 事業方針    

 

  大阪では、５５年ぶりに開催された国際博覧会である 2025 大阪・関西万博が、多

くの来場者で賑わい、インフラ整備などの経済波及効果はもとより、各国との文化・

外交・ビジネス面での交流も大きく進展した。会場となったベイエリアでは、２０３

０年秋の開業を目指してＩＲ（総合型リゾート）本格着工が始まり、大阪の成長の拠

点となるまちづくりが進むと見込まれているが、令和８年度は、インバウンドをは

じめとするイベント需要が落ち込む万博閉幕後の反動をできるだけ小さく抑えつつ、

万博で得たレガシーを今後の大阪の成長にどのように活かしていくのかが重要な局

面になる。 

  こうした中、国の令和８年度の経済見通しは、所得環境の改善が個人消費に好影響

をもたらし、政府が掲げる「責任ある積極財政」のもと、設備投資が活発化すること

などで実質ＧＤＰ成長率１．３％程度、名目ＧＤＰ成長率３．４％程度の上昇を予測

している。少子化対策への投資も本格化し、高等学校や給食費の無償化などの家計

支援策も景気の下支えとなるが、労働力不足の深刻化や米国の通商施策などの様々

なリスク要因、とりわけ今後の中東情勢の展開が、金融・為替市場やわが国の経済・

物価に及ぼす影響をとくに注視する必要がある 

酪農乳業界においても、生乳生産基盤の弱体化や飲用需要の停滞など、厳しい経営

環境が長期化しているのに加え、為替、生産・製造、物流など、様々な面での影響が

考えられるところであるが、引き続き、持続可能な酪農乳業の実現に向けて、牛乳・

乳製品の価値を理解していただきながら、牛乳・乳製品の消費回復・拡大を図ってい

くことが重要である。 

加えて、ここ大阪では、万博の開催もあり、サステナブルな社会の実現に向けて、

ＣＯ２排出量やプラスチックごみの削減などへの対応もより一層加速していくもの

と思われる。 

当協会においては、引き続き、協会並びに会員企業が、中央団体等とも連携しなが

ら、牛乳に係る理解醸成や消費拡大に取り組んでいく。また、昨年度からは、大阪府

内の学校給食用牛乳がすべてストローレス対応容器に移行するなど、先進的な取組み

を進めているところである。 

社会・経済の動向には不透明な要素も多く、不確実性の高い状況に置かれているが、

当協会においては、引き続き、雇用・経済などに係る施策の情報把握に努め、会員へ



の情報提供に努めていくこととする。 

 

また、当協会の事業については、関係団体とも緊密に連携を図りながら、定款に定

める下記事業項目の効果的かつ効率的な執行に努めるとともに、学校給食用牛乳供給

事業については、安全・安心な牛乳を安定的に供給することを基本方針に置き、取り

組んでいくものとする。 

 

１）牛乳に関する知識の普及・啓発、及び牛乳の飲用促進に関する事業 

２）牛乳衛生と乳質改善向上に関する事業 

３）学校給食用牛乳の供給に関する事業 

４）牛乳の流通改善及び流通機構の合理化と需給調整に関する事業 

５）牛乳に関する統計・調査に関する事業 

６）飲用牛乳の品質・表示に対する公正規約の遵守に関する事業 

 

Ⅱ．事業計画 

 

１．牛乳･乳製品の消費拡大 

一般社団法人 J ミルク及び一般社団法人日本乳業協会が主体的に取り組んでい

る牛乳・乳製品の消費拡大のための各種施策や牛乳飲用拡大運動に積極的に参画

するとともに、各種のイベント等への協力に努める。 

啓発活動では、一般社団法人日本乳業協会との協力事業として、高校生等に対す

る骨密度測定及び栄養指導を実施する。 

また、会員企業は独自の新商品開発やホームページ等によって消費拡大に努め

るとともに、協会としても中央団体が実施するブロック会議等への会員の出席を働

きかけるなど、様々な機会をとらえて、乳業界一体となった消費拡大に向けた意識

の共有化を図る。 

 

２．衛生管理の徹底と安全管理の構築に向けた研修会等への積極的な参加促進 

一般社団法人日本乳業協会等が主催する企業代表者及び製造･品質管理責任者を

対象にした｢ＨＡＣＣＰ実務者講習会｣、「牛乳衛生講習会」及び「乳製品表示講習会」、

さらには、小規模事業所の製造管理者を対象とする「製造管理者講習会」及び「小

規模事業者衛生管理支援事業」などに会員の積極的な参加を働きかけ、衛生管理･

安全管理の徹底を図る。 



 

３．原乳の円滑な需給調整への対応 

 

夏場の原乳逼迫等、原乳に関する諸問題に対応するため、原乳の需給変動に関す

る情報の迅速化を図るとともに、需給調整に関する関係官庁への要請等に努める。 

 

４．飲用乳の品質･表示に対する公正規約の遵守 

消費者の正しい商品選択と公正な市場競争に資するため、｢飲用乳の表示に関する

公正競争規約｣等を遵守する。そのため、全国飲用牛乳公正取引協議会が開催する近

畿ブロック会議及び検査技術研修会、飲用乳の表示についての説明会へ会員の積極

的な参加を図る。 

また、全国飲用牛乳公正取引協議会が実施する定期的な成分検査について適切な

対応に努める。 

 

５．乳質管理委員会の開催 

良質かつ安全安心な生乳を安定的に確保するため、乳質管理委員会を年４回程

度開催し、生乳等の検査方法の検討協議、病理情報の収集やその対策、酪農指導

方法等の検討・協議を進める。 

 

６．衛生研修会等の実施 

食品衛生知識や衛生管理技術の向上を通じて、より安全安心な牛乳の供給を確

保することを目的として一般社団法人日本乳業協会が開催する「牛乳衛生講習

会」への会員の積極的な参加を図る。 

 

７．学校給食用牛乳事業の円滑な推進 

安全安心で高品質の国内産牛乳を児童・生徒に継続供給することにより、その体

位・体力の向上と酪農の健全な発展を図ることを目的とする国の事業である学校給

食用牛乳事業の実施主体として、｢安全安心な学乳の安定供給｣、｢新規学乳事業を始

めとする学乳事業の円滑な執行｣等を目指し、次に掲げる事業を実施する。 

 

１）大阪府学校給食用牛乳推進協議会の開催 

地域の特性を踏まえた学乳の安定的かつ効率的な供給や児童生徒に対する

安全・安心な牛乳の提供を図るための諸課題について、関係機関との間で共通

認識の醸成と協議を行い、学校給食用牛乳供給制度の維持・拡大等を図る。 

 



・協議会の構成員 

大阪府環境農林水産部流通対策室長、大阪府健康医療部生活衛生室食の安

全推進課長、大阪府教育庁教育振興室保健体育課長、大阪市教育委員会事

務局指導部保健体育担当課長、公益財団法人大阪府学校給食会常務理事、

大阪畜産農業協同組合担当理事、一般社団法人大阪府牛乳協会会長、事業

実施主体の事業責任者 

・事務局 

大阪府環境農林水産部流通対策室 

・庶務 

一般社団法人大阪府牛乳協会 

 

２）学校給食用牛乳供給事業の円滑な実施運営 

学校給食用牛乳供給事業の円滑な推進を図るため、学校給食用牛乳供給事業

に従事する企業代表者による代表者会議を開催し、国及び大阪府からの伝達事

項や大阪府学校給食用牛乳推進協議会における協議事項の進捗状況等について

的確な提供を行うとともに、学校給食用牛乳供給事業の諸課題について協議を

進める。併せて、各企業の学乳事務担当者についても、学校給食用牛乳供給事

業事務の円滑な執行を図るため学乳担当者会議を開催する。 

 

３）学校給食用牛乳供給事業事務の充実 

学乳事務の適切な運営及び効率化等に努めるとともに、学乳に携わる関係機

関及び担当職員間での緊密な連携を図っていく。 

 

Ⅲ．諸会議の開催等 

 

１． 総会及び理事会 

一般社団法人大阪府牛乳協会の定款等に基づいて、定時総会及び理事会を

開催する。また、必要に応じて臨時総会を開催する。 

 

２． 運営委員会の開催 

財務委員会、牛乳流通委員会、乳質管理委員会、学乳委員会を必要に応じて

適宜開催する。 

 



３． 新年互礼会の開催 

新年互礼会を令和９年１月１８日（月）に開催する。(予定) 

  

４．中央団体等の総会等への出席 

一般社団法人日本乳業協会及び一般社団法人 J ミルクの定時総会並びに全国

飲用牛乳公正取引協議会定時委員会等への出席に努める。 

 

５．近畿ブロック乳業協議会の開催 

乳業界が抱える｢原乳価格やその確保問題｣、「消費拡大に関する対応」、「衛生管

理･安全管理問題」及び「学乳が抱える直近の課題」等について協議を行うため、

必要に応じ、近畿ブロック乳業協議会（平成１６年３月設立）を開催する。 


